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1. TAO望遠鏡のSWIMS分光器開発

2[図2]。 SWIMSデバイス

1. 6.5m TAO望遠鏡

- TAO: The University of Tokyo Atacama Observatory

- 世界で最も高い天文台に設置される望遠鏡

- 東京大学の最高グレードの研究プロジェクト

- 近赤外線分光器SWIMSデバイスが設置

2. SWIMSデバイス

- SWIMS: Simultaneous-color Wide-field Infrared Multi-
object Spectrograph

- 40個の天体同時観測可能

- 近赤外線2つの波長領域(0.9～1.4/1.4～2.5μm)を同時に観測
可能

- 目標：初期宇宙の銀河進化研究

[図1]。 TAO望遠鏡の模式図とギネス記録



1. TAO望遠鏡のSWIMS分光器開発

3. なぜSWIMS装置(分光器)の開発が重要なのですか？

- 望遠鏡では銀河の明るさと形だけが分かる

- 望遠鏡だけでは銀河の温度、構成物質などが分からない

- 各元素ごとに固有のスペクトルを持っている

- 分光器は銀河のスペクトルを分析することができる

➔ SWIMS（分光器）デバイスは、銀河のさらなる物理的特
徴を明らかにすることができます。

[図3]。望遠鏡のレンズで観測した画像

[図4]。様々な物質のスペクトル [図5]。プリズムを通る光のプロセス
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1. TAO望遠鏡のSWIMS分光器開発

[図7]。 望遠鏡の分光器で観測した銀河イメージ

4. 分光画像
- 天体の特徴を理解するためには、多くのデータ処理プロセスが必要です
（1枚の画像＝約1日かかります）

- 大気と宇宙のほこりを取り除く
- デバイスのノイズ除去
- 地球大気のスペクトル除去
- 観測対象の分離
他にも多くのコースが必要

[図８] 。 分光画像データ処理過程[図6]。SWIMS構造
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1. TAO望遠鏡のSWIMS分光器開発
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2. 望遠鏡データ分析プログラムの開発

1. 多くのデータが必要
- 多くのデータが蓄積されると天体の変化が分かる
- データが多いほど画像が鮮明になる
- 長い時間観測を通じて見えない天体が見えるようになる
- 天体の特徴を詳しく知るためには、多数の観測データが必要

[図9]。カメラの位置を木の固定 [図10]。カメラの位置を天体に固定

短時間観測 長時間観測 短時間観測 長時間観測
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2. 望遠鏡データ分析プログラムの開発

2. 多くのデータの問題
- 多くのデータ → 長いデータ分析に時間がかかる

- 観測画像の単位: frame
- 1秒観測= 60 frame 
- 10分観測 = 600秒 = 36,000 frame

- 人が行うとミスをする可能性がある

➔時間を短縮し、正確なデータ処理のためにプログラミング開発が必要

[図11]。長時間、人がデータ処理過程を行うと、疲労が蓄積しミスをする可能性が増える
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2. 望遠鏡データ分析プログラムの開発

3. 自動データ処理プロセス
- ソフトウェアを動作させるプログラミングコード
ファイルを入力
- パラメータ情報入力
- コースの命令入力

[図12]。 天体観測データ処理プロセス

[図13]。 プログラミングコード

[図14]。 パラメータ入力 8



2. 望遠鏡データ分析プログラムの開発

4. 自動データ処理の実行

[図15]。 データ処理の自動実行

[図16]。 銀河のスペクトル
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2. 望遠鏡データ分析プログラムの開発
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5. 現在研究進行状況
- 画像の位置が変化している
- 自動的に画像の位置を一致させるプログラミングコードの開発中

[図17]。 画像の位置が一致しない [図18]。 経時的な画像の位置変化



3. まとめ

- 東京大学最高等級の研究プロジェクトを実施

- 日本の大学の最大の望遠鏡開発プロジェクト

- 2倍以上の広いスペクトル範囲で、40個の天体同時観測可能

- これまでに行われたことのない非常に暗い天体に対してもデータ処理
が可能

- 自動的に画像の位置を一致させるプログラミングコードの開発中

[図19]。 SWIMS装置開発過程
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発表をお聞きくださり、ありがとうございます。
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